

Sotaとはじめるブロックプログラミング2
第４学年理科　「１日の気温の変化」

グループでどんなプログラムを作るか考えましょう。
２


	私たちのグループはこんなロボットを作ります

	(例)いすみ市のおいしい食べ物を紹介するロボット

	グループ名
	

メンバー：



プログラムの流れを考えましょう。
条件の言葉が聞えたら


話す
“
”


聞こえ言葉が
“


”
[bookmark: _Hlk55815249][bookmark: _Hlk55815250][bookmark: _Hlk55815313][bookmark: _Hlk55815314]話す
“




”
スタート
おわり
条件





の動きをする





条件の言葉が聞こなかったら



図に表しましょう。
❶
❷
❹
❺
❽
❻
❼
❸
【使うブロック】






	No
	やること
	使うブロックの番号
	ロボットの言葉や動き
	人

	１
	スタート
	①
	
	

	２
	話す
	②
③
	(例)"何か聞きたいことはありますか？”
※言葉は、できるだけ短く（2５字くらい）しよう。
	

	３
	聞く
（答えを聞く）
	
	
	

	４
	もし
聞こえた言葉
＝　”〇〇”

（条件）
	
	(例)聞こえた言葉＝“おいしい食べ物を教えて“
※言葉は、できるだけ短く（10字くらい）しよう。
	

	５
	話す

（条件の言葉が聞こえたら）
	
	(例)“いすみポークの塩焼きはあっさりジューシー、最高だよ”
※言葉は、できるだけ短く（2５字くらい）しよう。
	

	６
	動きをする
	
	(例)右手をあげる
	

	７
	おわり
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Sota とはじめるブロックプログラミング    

1 グループでどんなプログラムを作るか考えましょう。    

私たち のグループ はこんなロボットを作ります  

( 例 ) いすみ市のおいしい食べ物を紹介するロボット  

グループ名      メンバー ：  

  プログラムの流れを考えましょう。                   図に表しましょう。              

No  やること  使うブロッ クの番号  ロボット の言葉や動き  人  

１  スタート  ①    

２  話す  ②   ③  ( 例 )" 何か聞きたいことはありますか ？ ”   ※言葉は、できるだけ短く（ 2 ５字くらい）しよう。   

３  聞く   （ 答えを聞く ）     

４  もし   聞こえた言葉   ＝   ” 〇〇 ”     （ 条件 ）   ( 例 ) 聞こえた 言葉 ＝ “ おいしい食べ物を教えて “   ※言葉は、できるだけ短く（ 10 字くらい）しよう。   

５  話す     （ 条件 の言葉 が聞こえたら ）   ( 例 ) “ いすみポークの塩焼きはあっさりジューシー、最高だよ ”   ※言葉は、できるだけ短く（ 2 ５字くらい）しよう。   

６  動きをする   ( 例 ) 右手をあげる   

７  おわり     

 

【使うブロック】  

話す   “           ”       聞こえ言葉が   “       ”  

条件  

おわり  

スタート  

          の動きを する  

    話す   “   ”  

条件の言葉が聞こ なかったら  

条件の言葉が聞 え たら  

